
市
川
工
場
事
件
（

32名
）

か
ら

30年
、
再
審
査
を
闘

う
全
国
事
件
（
９
事
業
所

32名
）
か
ら
で
も

21年
、

ま
さ
に
、
明
治
乳
業
争
議

は
大
企
業
潮
流
間
差
別
事
件
の

最
後
に
残
っ
た
大
型
争
議
で
す
。

い
ま
、
争
議
団
と
同
支
援
共
闘

会
議
及
び
弁
護
団
は
、
な
ん
と

し
て
も
解
決
局
面
へ
の
道
筋
を

切
り
拓
く
決
意
で
、
二
つ
の
角

度
か
ら
総
力
戦
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
一
つ
は
、
異
常
企
業
体

質
を
告
発
し
、
包
囲
し
て
経
営

責
任
を
追
及
す
る
闘
い
。
二
つ

は
、
中
労
委
で
の
救
済
命

令
に
向
け
、
典
型
的
不
当

労
働
行
為
事
件
の
全
体
像

を
鮮
明
に
立
証
し
き
る
こ

と
で
す
。

申
立
人
ら
は
、

迅
速
な
審
査
指

揮
を
求
め
な
が

ら
も
、
事
件
判

断
の
重
要
争
点

部
分
は
充
分
に

審
査
す
る
こ
と

を
め
ざ
し
、

11

名
（
申
立
人
外

４
人
含
）
の
証

人
申
請
を
行
な

い
ま
し
た
。
公

益
委
員
の
「
全

部
聞
い
て
み
た

い
」
と
の
審
査

指
揮
で
全
員
の

採
用
が
確
定
し
、

６
月
か
ら
証
人
審
問
が
継
続
中

で
す
。
第
１
回
主
尋
問
（
６
月

１
日
：
５
証
人
）
で
は
、
昭
和

40年
代
か
ら
拡
大
し
続
け
る

「
累
積
格
差
」
を
明
確
に
し
、

格
差
拡
大
を
生
む
職
分
昇
格
・

人
事
考
課
制
度
の
差
別
意
思
に

基
づ
く
運
用
実
態
な
ど
を
、
５

証
人
が
自
ら
の
体
験
を
も
と
に

リ
ア
ル
に
証
言
し
ま
し
た
。
残

り
６
証
人
の
主
尋
問
（
８
月

19

日
）
で
は
、
明
確
に
な
っ
た
格

差
の
原
因
、
す
な
わ
ち
会
社
の

不
当
労
働
行
為
意
思
の
具
体
的

事
実
関
係
を
、
豊
富
な
証
拠
を

示
し
な
が
ら
昭
和

40年
代
に
ま

で
遡
っ
て
鮮
明
に
立
証
し
ま
し

た
。

11名
の
立
証
全
体
を
通
し

て
、
昇
給
・
昇
格
差
別
（
格
差
）

の
実
態
が
明
確
に
な
り
、
格
差

の
原
因
が
闘
う
労
働
組
合
活
動

を
嫌
悪
し
排
除
す
る
こ
と
を
狙
っ

た
、
会
社
の
不
当
労
働
行
為
意

思
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、

極
め
て
鮮
明
に
立
証
さ
れ
た
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

（
証
言
の
詳
細
は
２
頁
に
）

(1)
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NNNNoooo 1111555555550000号号号号
働くルールの確立で

人間性の回復を

2015年8月19日 第3回審問
報告集会に立つ倉内弁護士

(4)

全
労
連
地
域
労
組
こ
う
と
う
書
記
長

（
元
江
東
区
労
連
副
議
長
）

明
治
乳
業
争
議
支
援
共
闘
会
議
副
議
長

川
村
好
正
さ
ん

私
が
明
乳
争
議
支
援
共
闘
に
関
わ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
建
交
労
か
ら
江

東
区
労
連
の
副
議
長
と
し
て
明
乳
争
議

の
担
当
で
あ
っ
た
門
川
さ
ん
が
亡
く
な
っ

て
か
ら
だ
か
ら
５
年
ほ
ど
前
だ
と
記
憶

し
て
い
る
。

正
路
喜
社
争
議
を
闘
い
、
東
京
争
議

団
共
闘
議
長
を
務
め
、
さ
ら
に
音
楽
ユ
ニ
オ
ン
の

事
務
局
長
を
務
め
た
佐
藤
一
晴
さ
ん
が
生
前
「
資

本
は
自
由
競
争
を
排
除
し
な
い
。
だ
か
ら
企
業
間

競
争
の
矛
盾
を
争
議
戦
術
で
巧
み
に
使
う
べ
き
だ
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
る
。

私
が
全
印
総
連
の
役
員
を
務
め
て
い
た
時
に
、

大
日
本
印
刷
争
議
の
ビ
ラ
を
凸
版
印
刷
前
で
撒
き
、

凸
版
印
刷
争
議
の
ビ
ラ
を
大
日
本
印
刷
前
で
撒
く

よ
う
に
し
て
い
た
。
こ
の
当
時
、
大
日
本
印
刷
と

凸
版
印
刷
は
、
業
界
首
位
の
座
を
め
ぐ
っ
て
熾
烈

な
競
争
関
係
に
あ
っ
た
。

明
乳
争
議
は
今
、
中
労
委
の
再
審
査
で
大
詰
め

を
迎
え
て
い
る
が
、
森

永
や
雪
印
と
の
関
係
で

こ
の
佐
藤
さ
ん
の
言
葉

を
具
体
化
出
来
な
い
か
、

議
論
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

「中労委」勝利命令を
勝ち取る団体署名に
ご協力お願いします

中労委審査は、

１１名証人尋問が

６月からはじまり

ました。すでに、

第１回審問５名、

第３回審問６名の

主尋問がすみ、都労委の異常判断を改め

て明らかになりました。

現在、取り組んでいます中労委への団

体署名『都労委の「異常な判断手法」を

厳しく精査し正確な事実認定に基づく救

済命令を求める要請書』を持参し、審査

課への要請を６月から毎月１回定例で進

めています。

審問のなかでの、申立人らの主張・立

証を再度伝え、勝利に結びつける構えで

の要請です。団体署名に更なるご協力・

ご支援をお願い申し上げます。

中労委 第４回審問
２２２２００００１１１１５５５５年年年年１１１１００００月月月月２２２２７７７７日日日日（（（（火火火火））））午午午午後後後後１１１１時時時時～～～～５５５５時時時時
⦿⦿⦿⦿ 申申申申立立立立人人人人側側側側 ６６６６名名名名にににに対対対対すすすするるるる会会会会社社社社反反反反対対対対尋尋尋尋問問問問がががが行行行行わわわわれれれれまままますすすす。。。。

多くの方々の傍聴支援をよろしくお願いします・

今後の立証計画

第５回審問日＝11月16日（月）午後１時～５時 会社側主尋問

第６回審問日＝１月13日（水）午後１時～５時 申立人側反対尋問

（結審）

明乳争議と私

素
晴
ら
し
き
か
な
「
明
乳
争
議
団
」

４
期

16年
に
わ
た
っ
て
千
葉
県
議
会
議
員
を
務
め
た
前
田
堅
一
郎
（
日
本

共
産
党
）
さ
ん
が
、
こ
の
ほ
ど
あ
る
機
関
紙
に
自
身
の
半
生
記
を
寄
せ
て
い

ま
す
。
そ
の
段
落
の
ひ
と
つ
に
、
良
か
っ
た
こ
と
は
何
か
に
つ
い
て
の
記
述

が
あ
り
、
な
か
で
も
明
乳
争
議
団
と
の
出
会
い
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
多
く
の
人
た
ち
と
の
出
会
い
、
数
え
切
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
し
て
も
挙
げ

て
お
き
た
い
の
は
「
明
乳
争
議
団
」
の
人
た
ち
で
す
。
ど
の
人
も
ど
の
人
も

献
身
的
い
い
人
た
ち
ば
か
り
で
し
た
。
明
乳
工
場
（
市
川
）
が
あ
っ
た
防
災

公
園
の
片
隅
に
「
こ
こ
に
明
乳
争
議
団
あ
り
き
」
の
記
念
碑
を
置
き
た
い
も

の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
素
晴
ら
し
き
か
な
！
闘
う

人
生
…
〉
と
書
き
ま
す
。

走
り
ぬ
い
た
前
田
さ
ん
の

90年
の
人
生
に
、
当
争
議
団
の
面
々
が
か
く
も

強
く
心
に
刻
ま
れ
て
い
る
の
か
と
考
え
た
と
き
、
そ
の
一
員
と
し
て
闘
う
人

生
冥
利
に
尽
き
る
と
感
じ
入
っ
て
い
ま
す
。

―
み
ず
ど
り
―

中労委審査課へ署名提出
千葉支援共闘山城事務局長



（２）

第
一
回
主
尋
問
（
５
証
人
）

に
対
し
、
会
社
は
３
証
人
に
絞
っ

て
反
対
尋
問
を
行
い
ま
し
た
。

特
に
、
職
分
・
賃
金
の
集
団
間

格
差
の
存
在
と
、
そ
の
格
差
拡

大
を
可
能
と
す
る
職
分
・
昇
格

制
度
の
運
用
実
態
な
ど
を
、
都

労
委
命
令
の
異
常
な
認
定
・
判

断
を
指
摘
し
な
が
ら
、
改
め
て

鮮
明
に
し
た
桜
井
証
人
へ
の
反

対
尋
問
が
注
視
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
た
と
え
ば
、
①
格
差

比
較
の
対
象
と
な
る
中
位
者
の

算
出
方
法
、
②
集
団
間
比
較
の

前
提
と
な
る
年
功
的
運
用
実
態
、

③
人
事
考
課
や
昇
格
制
度
の
恣

意
的
運
用
の
具
体
例
、
④
申
立

人
ら
の
集
団
性
、
⑤
他
の
集
団

と
の
均
質
性
な
ど
、
事
件
判
断

の
争
点
へ
の
反
対
尋
問
に
対
し
、

桜
井
証
人
は
制
度
の
仕
組
み
や

運
用
実
態
を
含
め
て
丁
寧
に
反

論
す
る
な
ど
、
主
尋
問
の
内
容

を
補
強
す
る
立
場
で
毅
然
と
対

応
し
ま
し
た
。
ま
た
、
申
立
人

外
の
山
口
証
人
が
、
自
ら
も
人

事
考
課
評
定
権
者
と
し
て
部
下

４
人
へ
の
評
定
を
行
っ
た
経
験

に
基
づ
い
て
、
「
上
司
ら
の
思

惑
で
極
め
て
恣
意
的
に
評
定
が

行
わ
れ
て
い
る
」
実
態
を
立
証

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の

事
実
関
係
へ
の
反
対
尋
問
は
不

発
に
終
り
ま
し
た
。

都
労
委
命
令
は
、
苦
情

処
理
制
度
が
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
理
由
に
、

「
会
社
の
人
事
考
課
制
度

の
合
理
性
」
を
認
定
し
ま

し
た
。
こ
の
認
定
・
判
断

の
誤
り
を
自
ら
の
体
験
を

も
と
に
立
証
し
た
の
が
、

中
村
証
人
と
申
立
人
外
の

池
田
証
人
で
し
た
。
中
村

証
人
へ
の
反
対
尋
問
で
は
、

記
憶
違
い
の
追
求
が
目
立

ち
ま
し
た
が
、
「
極
め
て

異
常
な
運
用
実
態
に
あ
っ

た
」
と
い
う
、
証
言
の
核

心
部
分
を
掘
り
崩
す
尋
問

と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
大
阪
工
場
で
の
生
々

し
い
体
験
を
証
言
し
た
池

田
証
人
へ
の
反
対
尋
問
は

放
棄
し
た
の
で
す
。
３
証

人
へ
の
反
対
尋
問
を
通
し

て
、
累
積
格
差
の
存
在
と
、

格
差
拡
大
を
可
能
と
す
る

人
事
考
課
や
昇
格
制
度
の

恣
意
的
運
用
実
態
が
揺
る

ぎ
な
い
事
実
と
な
り
ま
し

た
。

第
二
回
主
尋
問
（
８

月

19日
）
で
は
６
証
人

が
、
明
確
に
な
っ
た

「
集
団
間
累
積
格
差
」

の
原
因
、
す
な
わ
ち
不

当
労
働
行
為
意
思
の
動

機
と
具
体
的
事
実
に
つ

い
て
、
昭
和

40年
代
か

ら
救
済
年
度
ま
で
の
内

容
を
鮮
明
に
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
①
会

社
が
昭
和

40年
代
か
ら

組
合
活
動
の
弱
体
化
を

画
策
し
た
動
機
は
、
人

減
ら
し
大
「
合
理
化
」

の
達
成
に
あ
っ
た
事
実
。

②
本
社
指
揮
の
も
と

人
事
考
課
評
定
権
者
の

職
制
ら
で
実
行
計
画
を

練
り
、
全
国
一
斉
に

「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
組

織
」
を
結
成
・
育
成
し

た
事
実
。
③
会
社
は

「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
組

織
」
結
成
に
向
け
反
共

労
務
組
織
と
癒
着
し
て

い
た
事
実
。
④
会
社

が
仕
事
や
昇
格
差
別
で

脅
し
な
が
ら
転
向
工
作

を
行
い
、
そ
れ
に
屈
し

な
い
申
立
人
ら
集
団
に

徹
底
し
た
差
別
・
排
除

の
攻
撃
を
行
っ
て
い
た

具
体
的
事
実
。
⑤
申

立
人
ら
は
全
国
的
集
団

と
し
て
一
貫
し
て
民
主

的
組
合
活
動
の
再
生
を

目
指
し
活
動
し
て
い
た

事
実
。
⑥
申
立
人
ら

は
他
の
集
団
と
比
較
し

劣
ら
な
い
仕
事
・
能
力

を
発
揮
し
て
い
た
事
実
。

⑦
秘
密
資
料
類
の
入

手
経
路
は
明
確
で
あ
る

こ
と
、
な
ど
等
を
立
証

し
ま
し
た
。
６
証
人
の

気
迫
の
証
言
に
よ
り
、

不
当
労
働
行
為
の
全
体

像
が
改
め
て
鮮
明
に
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
へ
の
反
対
尋
問

は
、

10月

27日
（

13時

～
）
か
ら
予
定
さ
れ
ま

す
。

反対尋問後の感想述べる桜井証人

反対尋問受けての中村証人

（３）

明
治
乳
業
争
議
団
は
、
６
月
１
日
か
ら
始
ま
っ
た
中
労
委
尋
問
を
全

力
で
取
り
組
み
闘
っ
て
い
ま
す
。

来
春
、
争
議
解
決
へ
の
方
向
を
見
い
だ
す
た
め
に
は
、
い
ま
が
正
念

場
の
と
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
闘
い
を
く
い
な
く
や
り
き
る
た
め

に
、
「
明
治
乳
業
争
議
中
労
委
闘
争
を
勝
た
せ
る
会
（
明
乳
を
勝
た
せ

る
会
）
」
を
結
成
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
目
的
を
①
中
労
委
を
攻
勢
的
に
闘
う
た
め
の
財
政
的
基
盤
を
確

立
す
る
。
②
㈱
明
治
と
明
治
Ｈ
Ｄ
を
包
囲
し
解
決
局
面
を
切
り
開
く
こ

と
に
お
い
て
い
ま
す
。
い
ま
多
く
の
方
々
が
呼
び
か
け
に
賛
同
さ
れ
次
々

と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
ひ
と
回
り
多
く
の
会
員
を
目
指
し
て
奮
闘
し
て
い
ま
す
の

で
、
幅
広
い
ご
賛
同
と
入
会
を
心
か
ら
訴
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

加
入
者
名
「
明
治
乳
業
争
議
中
労
委
闘
争
を
勝
た
せ
る
会
」

記
号
番
号

０
０
２
８
０
＝
１
＝
５
４
９
１
０

個
人
１
口

１
０
０
０
円

団
体
１
口

３
０
０
０
円

明治乳業争議は、今秋

から来春年度内が正念場

の闘いとなっています。

「これを最後の解決の場

にしよう」と、いま争議

団は一丸となって奮闘し

ていますが、その運動の

武器としてパンフレット

「３０年明乳争議に春を

―最後の大企業差別事

件―」を発行いたしまし

た。

Ｂ５版 １６ページ カ

ラー刷り １冊１００円

となっています。

多くの方々へのご購読

を訴えるものです。

【注文先】ニュース１面連絡先参照(ＦＡＸ：メール)

明
治
に
は
、
●
不
祥
事
・
不
正

行
為
が
、
繰
り
返
さ
れ
る
異
常
。

●
１
９
６
０
年
代
か
ら
労
働
争
議

が
絶
え
な
い
異
常
。

●
過
去

40年
で

7名
の
労
働
者
が

（
安
全
配
慮
義
務
違
反
）
工
場
で

生
命
を
奪
わ
れ
て
き
た
異
常
。

こ
れ
ら
３
つ
の
異
常
を
告
発
し
、

真
面
な
経
営
に
立
ち
返
る
こ
と
を

求
め
て
宣
伝
包
囲
行
動
を
継
続
し

て
い
ま
す
。

『ならず者』のレッテルを

貼られたままでは死んでも死にきれな

い」と申立人が訴えた一言が私の背中

を押してくれて今、私はここにきてい

ます」と声を詰まらせながら証言を切

り出した池田証人（大阪）。

自らも主任や工場長直々の転向工作

をはねのけて、30年にわたる争議を支

え続け、共にたたかい続けてくれた池

田証人です。

「来年は必ず昇格させるから一年だ

け辛抱してくれ」と言われて、事実そ

の翌年監督職に昇格した自らの経験を

語り、「制度にのっとって公正に運用

されていると言う都労委の判断は明ら

かに間違っている」と指摘。「会社は

申立人らを『赤虫』『無能力者』など

と汚く罵り続けてきた。一緒に働いて

きた者として絶対に許せない。一日も

早く公正な判断を」と訴えて証言を結

びました。

申立人外の証人として
大阪工場 池田 彰さん

JR赤羽駅ターミナル

JR市川駅ターミナル
JR津田沼駅ターミナル


